


















































































































































































































































































































The place & placemaking 場所と場の作り方 場所をどのように生みだしているか，そのつくり方はどのような
方法なのか，お互いにインスピレーションを得るやり方になって
いるかどうか。

































































図３ 就業者に占める技術者の割合  










図４ 就業者に占める著述家等の割合  

















































































































そこで、人口 50 万人以上の市と特別区について、2010 年国勢調査の職業分類で研究者、
技術者、著述家等 (記者、編集者を含む )、美術家等 (デザイナー、写真家、映像撮影者を含
む )、音楽家等 (舞台芸術家を含む )について、 15 歳以上の就業者数に占める比率を示した。 
図２ 就業者に占める研究者の比率  





で住みよい暮らしが融合した産業集積都市」の実現を目指している。 28  
























































図３ 就業者に占める技術者の割合  










図４ 就業者に占める著述家等の割合  



































































































図５ 就業者数に占める美術家等の割合  
出所）『平成 22 年国勢調査』、総務省統計局  
図６ 就業者に占める音楽家等の割合  







































































































図５ 就業者数に占める美術家等の割合  
出所）『平成 22 年国勢調査』、総務省統計局  
図６ 就業者に占める音楽家等の割合  













































































































































図７ 就業者に占める教員の割合  
出所）『平成 22 年国勢調査』、総務省統計局  
図８ 医師数・歯科医師数・薬剤師数の従業地別比較(2010 年 12 月末) 
出所）『平成 23 年度厚生統計要覧』、厚生労働省大臣官房統計情報部 

























































































図７ 就業者に占める教員の割合  
出所）『平成 22 年国勢調査』、総務省統計局  
図８ 医師数・歯科医師数・薬剤師数の従業地別比較(2010 年 12 月末) 
出所）『平成 23 年度厚生統計要覧』、厚生労働省大臣官房統計情報部 











































































 地方公共団体の文化関連支出の状況   ３
国の文化予算は増加傾向にあるのに対し、地方公共団体全体の文化芸術経費は減少傾向
にあったが、傾向が異なる地方公共団体もある。2005 年の政令指定都市と中核市について、
2005 年度と 2010 年度の人口 1 人あたりの文化関係費（文化芸術経費と文化財保護費の決
算額合計）29を比較（図９）すると、2010 年度に支出額が多い金沢市・高槻市・新潟市は、
2005 年から大きく伸びていた。減少傾向にある都市も多いが、岡山市は横ばいであった。 
図９ 2005 年度と 2010 年度の文化関係費の推移（政令指定都市・中核市）  
（2010 年度のデータがない仙台市・盛岡市・郡山市・いわき市を除く）  
出所）『地方における文化行政の状況について』（文化庁）と『国勢調査』（総務省統計局）より作成 
                                                 
29 観光振興を目的としたアートイベント等の事業費や多目的施設内に整備された文化施設につ
いては計上されていない場合があり、また、民間事業、県主催事業も補助金以外は含まれない。  















































































さらに、2010 年度の文化関係費の国補助と県補助、市負担額の内訳を図 10 に示した。  
図 10 2010 年度文化関連費の負担内訳  









山市は、56 市の中で 53 番目とかなり低い。文化財保護費では高槻市が最も多い。今城塚
古代歴史館整備事業 (2010 年度決算 17 億 900 万円、2009 年度決算３億 700 万円 )が影響し
ている。高槻市では、「いましろ大王の杜」が 2011 年４月にオープンしている。岡山市は、
56 市のうち 27 番目で文化芸術経費に比べると高くなっていた。  
















































































図 12 市内の大学・短期大学に通う学生数の政令指定都市比較 
出所）『平成 23 年度学校基本調査』文部科学省生涯学習政策局と『熊本市統計書』熊本市企画財政局 
『国勢調査』総務省統計局より作成 
































































るなど 祭りに欠かせない存在となっている。  
図 12 市内の大学・短期大学に通う学生数の政令指定都市比較 
出所）『平成 23 年度学校基本調査』文部科学省生涯学習政策局と『熊本市統計書』熊本市企画財政局 
『国勢調査』総務省統計局より作成 

































































































まず、図書館の利用状況であるが、1 人あたりの貸出冊数（図 13）は、岡山市は 8 冊で、
政令指定都市の中では、さいたま市に次いで多い。これは、岡山市内にある岡山県立図書
館の利用者数・個人貸出冊数が全国 1 位であり、また、岡山市立施設も中央図書館と 7 地
区館があること、さらに 1 回の貸出冊数に制限がないことも影響している。  




図 13 図書館の貸出冊数   






は約 89%が、新潟市は約 52%が公立設置の博物館となっている。  
岡山市は、53%が民間設置で、池田動物園、林原美術館、夢二郷土美術館、吉備路文学
館等は金沢市では公立で設置しているような博物館も民営である。さらに、倉敷市には大





























図 14 博物館の設置状況  
出所）『日本博物館協会職員録』及び『国勢調査』より作成  
さらに、国指定文化財（国宝・重要文化財・史跡等）の状況で、2010 年度の岡山市内の
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Cultural policy of local government
- Possibility of Creative City “Okayama” -
Yukie Tomonobu,  Ryohei Nakamura
　After the World War II, cultural policies of Japan have been promoted mainly in the areas of social education 
and cultural property protection. However, it is addressed to policy by linking community development and 
culture and tourism initiatives in local governments since 1980s.
　In recent years, local governments which list Creative City as a regional policy aimed at sustainable 
development have increased further. By doing that, not only regional activation by the development of cultural 
industries, residents can share a variety of each other values through cultural activities. In addition, the idea of 
Creative City place emphasis on local culture and history of its own,
　Currently, although there are signs of economic recovery, issues such as aging population and disparities of 
regional economy is growing. Therefore, creativity to produce new measures from the region is important, and 
the promotion of Creative City at Okayama is considered necessary. In this paper we investigated the cultural 
policy and possibility of Creative City “Okayama.”
－24－
